
別紙② 

■ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社 夏の交通安全運動重点ポイント 

（１）飲酒運転をしない、させない、許さない、そして見逃さない。飲酒運転は絶対にやめましょう 

平成２６年７月１３日に、小樽市で４名の死傷者を出した飲酒運転ひき逃げ事件が発生、翌年６ 

月には、砂川市にて一家５人が死傷する飲酒ひき逃げ事件が発生しています。 

北海道では、道民一人一人が自主的に行動し、一日も早く道内から飲酒運転を根絶し、安心し

て暮らすことができる社会が実現されるよう、道民の総意として平成２７年１２月に「北海道飲酒運転

の根絶に関する条例」が施行されました。 

飲酒運転をしない、させない、許さない、そして見逃さない。飲酒運転は一般道路でも高速道路

でも、決して許されない行為です。ひとりひとりの固い意志が、飲酒運転の根絶に繋がります。自分

自身だけではなく、家族、友人、全ての人々のために、飲酒運転は絶対にやめましょう。 

 

（２）逆走事故防止！逆走防止策＆対応策を身につけましょう！ 

無くそう逆走 ―高速道路は一方通行です― https://www.e-nexco.co.jp/activity/reverse/ 

 

逆走は、正面衝突事故など悲惨な結果を招きかねない危険な行為です。全国の高速道路では、

概ね２日に１回の頻度で逆走事案が発生しており、北海道支社管内でも毎年発生しています。 

逆走事故が発生すると、死亡事故となる割合が高速道路での事故全体に比べ約３８倍、死傷事

故となる割合が約４倍高くなります。 

もし逆走車を見かけたら、１１０番や休憩施設にある非常電話での通報、休憩施設や料金所の係

員への情報提供をお願いします。運転中に携帯電話から通報する際は、必ず同乗者の方から通報

をお願いします。通報があれば、逆走車がいることを情報板やハイウェイラジオなどで直ちにお知ら

せします。 

高速道路上の情報板やハイウェイラジオなどから逆走車情報を見聞きしたら、慌てずに速度を落

とし、十分な車間距離をとって走行します。前方に逆走車を発見したら、衝突を避けるよう注意して

走行してください。逆走車は追越車線を走行してくる傾向がありますので、特に注意してください。 

逆走は、ＩＣや料金所、ＳＡ・ＰＡ付近で多く発生しています。ご自身が逆走しないためにも、この付

近では標識や看板などに特に注意して走行しましょう。万が一逆走してしまったら、慌てずに近くの安

全な場所に停車し、車内に留まらずにガードレールの外側などの安全な場所に避難してから、１１０

番や近くの非常電話で通報してください。 

当社は重大な事故に繋がる逆走防止対策として、注意喚起看板の他、大型の矢印路面標示、

本線合流部におけるラバーポールの延伸や高輝度矢印板を設置しています。また今後は、路面埋

込型 ブレードの設置といった物理的対策も実施する計画です。 

（高速道路の逆走原因の傾向と最新対策：政府広報オンラインＵＲＬ 

 https://www.gov-online.go.jp/useful/202510/video-304069.html ） 

 

 

 

 

 

 

 

札樽道での逆走事例 

 

高輝度矢印板 大型矢印路面標示・ラバーポール延伸 

https://www.e-nexco.co.jp/activity/reverse/
https://www.gov-online.go.jp/useful/202510/video-304069.html


 

 

（３）バイク事故防止！すり抜けはやめて、こまめな休憩を！ 

北海道を含めた全国の高速道路でバイクによる事故が増加中です。 

バイクは天候や路面状況の影響を受けやすいです。スリップに気を付け、状況に応じてより慎重な

運転を心がけましょう。 

また、渋滞時などのすり抜け運転は非常に危険で、自動車との接触事故につながるおそれがあり

ます。交通状況にかかわらず、すり抜けは絶対にやめましょう。 

さらに、バイクは風や振動を直接受けるため疲労が蓄積しやすい乗り物です。これまで高速道路を 

運転中に「眠たいな…疲れたな…」と感じたことはありませんか？そのような状態で運転を続けると、 

大きな事故に繋がる可能性があります。 

高速道路を運転する際は、疲れてからではなく、疲れを感じる前にＳＡ・ＰＡでこまめに休憩を取り

ましょう！高速道路のＳＡ・ＰＡには、美味しい食べ物やリフレッシュできる場所がたくさんあります。

無理せずひと息ついて、安全運転を続けましょう。 

 

（４）制限速度の遵守・適切な車間距離の確保を！ 

観光需要が高まる夏期（７月・８月）は１年を通して最も交通量が多い時期であり、普段北海道の

高速道路をご利用されていない道外や海外からの観光客の増加が見込まれます。 

制限速度の遵守、適切な車間距離の確保といった基本的な安全運転のポイントを意識すること

で、交通事故の発生リスクはぐっと下がります！ 

高速道路をご利用する際にも、上記のポイントを意識していただき、夏の北海道を存分にお楽しみ

ください！ 




